３　年中行事

　羽合町内において行われている１年間の各種行事はいろいろあるが、これら各種行事は宗教と密接な関係をもつものが多く、地域によって行事の内容、あるいは実施しない地域など大差がある。例えば昔から「門徒もの知らず」といわれるように、浄土真宗の門徒の家庭では仏事以外の行事にはあまり関心がなく、また行事も少ない。

橋津地区を中心に
　そこでこの項で取りあげたものは、各種行事が昔から多く取り行われていた橋津地区の行事を中心にしてま

した年中行事
とめてみた。この内容は５０年発刊の「ふるさと橋津」に掲げられた内容を基礎にしたものであるが、現在では行われていない行事も含めて掲載した。
（１）　正月行事
元日行事
元日　除夜の鐘が鳴ったら、家族の者はほとんど初詣のためお宮参りをする。以前は現在ほど多くなかった。


　厄年に当たる人などは特別にお祓いを受ける。長瀬などは神社に参ったあとお寺にも参る人が多い。


　初詣から帰ると、主人か若い者がシメをはった手桶を井戸へ持ってゆき、東に向かって若水を迎え、あずき雑煮を供えた。この雑煮を炊く火は大豆の豆がらをたきつけて燃やす。これは１年間家内一同がマメ（豆）なようにとの願いをこめたものである。神へのお供えがすむと家族のあずき雑煮を作り、家族揃って朝食をとる。この若水を汲み雑煮を供える行事は７日まで続けられた。

　元日から三が日位までは、昼に白米と「数の子」「ゴマメ」「ナマス」などを添えて神前へ供えた。数の子は子だくさん。ゴマメは五穀がマメ（無事）に生育するようにとの意味がある。


　朝の行事が終わると長男が礼装して年始にまわった。この年始には各家で「ほうらいさん」を出し合って挨拶がかわされた。


　（註）　ほうらいさんとは、もち米をむして三宝に盛り、正月が過ぎても干めしのようにして保存し、初ドンドロケ（雷）

　　　　　　が鳴ったときそれを食べることにしていた。
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２日行事
２日　２日は１年の仕事はじめの日としていた。午前２時頃に起きてそれぞれ仕事の「しぞめ」をした。子供

たちは「お年玉」にもらった金で「買いぞめ」に行ったり、書きぞめをする。書いた紙は「どんどうさん」のとき竹の先につけて燃やし、その灰が高く上がるほど字が上手になるとして喜んだ。

　商家では「初売り」の日であり、１番客に祝儀や商品をおくるのが常であった。

　この２日には、神社から年頭の挨拶まわりが総氏子中に行われ、家内安全のおEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふだ),札)が配られた。またこの日は、普段お世話になっている神社、寺、医者などにお年玉として白米１升を持って行く。そのお返しに帳面やエンピツをもらって帰った。ところによっては甘酒をよばれて帰るところもあった。

４日　仏正月といって、仏壇に雑煮を供えて祖先を祀った。
４日～７日行事
５日　「ごかんにち」といって、仕事を休んだ。


７日　「七草がゆ」といって、６日の夕方に七草（せり、なずな、ははこぐさ、はこべ、ほとけのざ、かぶ、


だいこん）をつみ、７日の朝は七草がゆを神に供え、家族も載いて祝った。この日のことを「味噲水正月」ともよんで味噲で味付けをした家もある。しかし七草を集めるのが大変であるためせり・かぶ・だいこんで済ます家も多かった。なお家族に４２才の人がいるときは、せりを使うことを避けた。それは、せりの根は４２年目に絶えるといわれるためである。
９日行事
９日　山の神様を祭る日とされ、栗餅を焼いて供えた。この日は山の神が、あの木この木と「めあわせる」日

　であるから、人が山にはいると木とめあわせられるといって山にはいることは避けられた。
１０日行事
１０日　お飾りなおしといわれ、御供物や「しめ飾り」を全部おろし、朝は雑煮、昼は米飯を供えた。この日

　を「トシオロシ」ともよんだ。

１１日行事
１１日　御供えに使っていた餅を切って「かどの餅」をつくり、雑煮として神に供えた。またこの日は船祝い


　の日とされていて、船持ちの家では船の乗子や親戚知己を招待し酒宴をはって祝った。
１４日行事
１４日　「ドンドヤキ」「ドンドウ」「ドンドウサン」とよび、町内（伍内）ごとにお飾りや餅を持ち寄って焼


く行事である。その火にあたると病魔をしりぞけるといわれていた。お飾りに使った青竹の先を割って餅をはさんで焼き、この餅を神棚に供えていただくと健康になるといわれた。

　夜になって子供がその場に集まり、桶などをたたきながらその場をぐるぐる廻り、次のような歌をうたって村にはいっていった。

「ワーイ、ワーイ、ワーイヤナ。向こうの山から穴ほるはだあれ、うさぎ、たぬき、ししがえる。もうひとつしょもうしょう」


　こうした子供行事は７０年前まであったという。
１５日行事
１５日　「餅のかゆ」といって、かゆ餅をたいて神に供えて家族もいただいた。なかにはあずきがゆをつくる


　家もあったが、いずれも「カヤ」の箸で食べた。カヤは「佳弥」にあやかったものと考えられる。
１６日～２０日行
１６日　この日は地獄の釜も休みということで、寺に参拝する日とされていた。
事
２０日　「はつか正月」といって、正月に作った料理もなくなり、「なますくらべ」といって、なますをはじめ、


　各種の料理を作って神棚に供えた。
